
 
 

第  章 地域公共交通の基本方針                      

６－１．地域公共交通の目指すべき姿                   

 前章までの現状や課題を踏まえ、本町における公共交通のあり方（基本方針）を設定します。 

（１）本町が目指すまちづくりの方向性 

「第１０期津奈木町振興計画」では、急速に進む少子高齢化・人口減少を町の最重点課題とし

て、「人と自然、アートがつなぐ 希望をもって住めるまち」をメインテーマに、重点プロジェ

クトのひとつに「暮らしの安全・安心の確保」を掲げています。その分野ごとの生活関連施設計

画では、住民の生活交通の確保・維持について、高齢化の進行や公共交通に携わる人員不足によ

り移動困難者の増加が懸念され、限られた輸送資源の中で、幹線公共交通（路線バス・肥薩おれ

んじ鉄道等）の持続可能性を高め、ネットワークとしての維持を図るとともに、幹線公共交通ネ

ットワークを補完するコミュニティ交通（つなぎタクシー等）の充実を図ることとしています。 

公共交通空白地域への公共交通サービスの充実を図り、高齢者などの移動困難者が、家族等の

送迎に頼らなくても安心して外出できる持続可能な公共交通環境を形成します。 

 

（２）まちづくりと公共交通の連携 

公共交通におけるまちづくりとの連携は、地域活力の維持・向上を図るうえで必要不可欠で

す。また、自動車に依存しなくとも生活できる環境を整えていくことで、地域経済の活性化が進

み、生活サービスの向上につながるとともに、経済的・環境的にも持続可能な地域社会が実現可

能となります。 

 

（３）地域や企業・住民などを含む多様な主体の参画・協力 

交通事業者や行政、公共交通利用者のみの関係ではなく、企業や地域住民、公共交通利用の目

的地となる各種施設等（商業・医療・観光など）の参画及び協力を促すとともに、多様な主体が

それぞれの特性を生かし、公共交通の運営を支える仕組みづくりが必要です。 

 

（４）公共交通の方向性 

本町を取り巻く地域公共交通は、本町の最重点課題である少子高齢化、人口減少に加え、自家

用車での移動等による移動需要の減少が起因とされる利用者減少により、公共交通の維持のため

の本町財政負担額が増加している状況です。 

しかし、生活に欠かせない公共交通を持続可能なものとするため、町と交通事業者が連携し、

効率的かつ利便性の高い交通ネットワークを形成していく必要があります。さらに、公共交通を

利用することに対する価値を高め、通学送迎者の保護者負担を軽減することで、公共交通におけ

る利用機会の増加と新たな利用者の獲得を目指し、本町の公共交通の持続可能性を高めていくこ

とも必要です。 
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６－２．計画の将来像と基本方針                           

上記を踏まえ、効率かつ利便性の高い持続可能な地域公共交通を実現するため、本町の目指す

地域公共交通の目指すべき姿として、以下のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

２ 地域公共交通の基本方針 

基本方針１ 安全安心で持続可能な地域公共交通の形成 

高齢者などが、家族等の送迎に頼らなくても外出できる公共交通サービスを提供し、公共

交通空白地域の住民をはじめとする誰もが利用しやすい公共交通環境を形成していきます。

また、財政負担に配慮した持続可能な公共交通体系の実現を図ります。 

 

基本方針２ まちづくりと連携した活力ある公共交通の実現 

まちづくりや観光、福祉などの取り組みと連携しながら、公共交通サービスの維持・充実

や利用促進を図っていくことにより、町内外および地域内の交流を活性化し、町の観光振興

や町民がにぎわうための地域公共交通を目指します。 

 

基本方針３ 分かりやすく魅力的なサービスの提供と利用促進 

公共交通に関する分かりやすい情報発信を行い、町民意識の醸成や公共交通の積極的な利

用などにより、利用促進を図ります。 

 

 

 

６－３．地域公共交通の役割と補助事業の必要性              
 

（１）地域公共交通の役割 

津奈木町の地域公共交通の役割については、以下のとおり整理できます。 

系統など 役割 確保・維持策の方向性 

広域 

幹線 

橙系統 

肥薩おれんじ鉄道 

 

町内外の広域的な通勤通

学や観光など多目的での

移動手段を担います 

交通事業者と県・沿線市町が

連携した取組により、一定以

上の運行水準を確保します 

地域間 

交通 

産交バス     緑系統 

①水俣産交～田浦線 

②水俣産交～つなぎ温泉線 

③水俣港～つなぎ温泉線 

町内や隣接市町の各拠点

を連絡し、通勤通学や通

院、買い物など日常的な

移動手段を担います 

基幹交通軸として、生活行動

に必要な水準を確保しつつ、

持続可能な運行を目指します 

地域内 

交通 

水色系統 

つなぎタクシー 

（区域運行） 

 

主に地域内の基礎的な生

活行動を支える移動手段

を確保し、軸となる幹線

や地域拠点に接続します 

地域公共交通確保維持事業

（フィーダー補助）を活用し、

持続可能な運行を目指します 

その他補完的サービス 

上記を補完し、自由度の

高い交通サービスを提供

します 

個別の移動ニーズにきめ細か

く応えるため、上記交通サー

ビスと連携しながら維持・確

保に努めます 

１ 目指すべき将来像 
 

安心な暮らしを支え、次世代につなぐ持続可能な公共交通 
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＜交通ネットワークイメージ＞ 
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               水俣市← 

 

 

 

 

（２）補助事業の必要性 

補助系統に係る地域公共交通確保維持事業の必要性について、以下のとおり整理します。 

補助の種類 フィーダー補助 

系統等 つなぎタクシー 

必要性 津奈木町内全域と地域拠点である津奈木駅を結ぶ予約型乗合タクシーは、高齢

者等の買い物や通院などの日常生活に必要不可欠な移動手段となっています。

また、二次医療圏のある町外への移動も可能となるなど、地域幹線系統を補完

する欠かせない手段です。一方で、事業者の運営努力だけでは維持が難しく、

地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要があります。 

 

（３）補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

補助系統に係る地域公共交通の事業及び実施主体の概要について、以下のとおり整理します。 

系統名 起点 経由地 終点 
事業許

可区分 

運行 

態様 
実施主体 

補助事業の

活用 

つなぎタクシー 
津奈木町内、 

水俣市特定区域 

４条 

乗合 

区域 

運行 

津奈木町 

※運行は交通事業者

に委託 

フィーダー

補助 

 

医療センター 
岡部病院 

地域内フィーダー系統 

つなぎタクシー 

広域幹線 

地域間交通 

地域内交通 

地域間交通（町外特定施設） 

津奈木駅 

肥薩おれんじ鉄道 

産交バス 


